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①情報リテラシーにおいて，現在の学生のスキルを考慮しながらより実践的な
内容にした．特にレポート作成に使うグラフの性質や近似曲線なども教授し
た．またクラブや委員会のお知らせやより効果的なパワポの作成など，より実
践的なものとした．
②専攻科並列・分散処理において，教科書はすぐに実行でき理解できるものを
選定し，実習システムも独自で構築した．またほぼ毎週演習を実施し，さらに
特研にすぐに役に立つようなものとして効果を得た．アンケートでは非常に高
い結果を得た．
④1年生に対してプログラム力を向上させる手法を取り入れた．より楽しく実施
できるように，ゲーム感覚でできる教材を採用した．今回はｺｰﾄﾞﾓﾝｷｰを利用
し，夏休みに自主的に実施させた結果，学生からも教員からも役に立ったなど
の結果を得た．
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